
私
の
父
は
今
年
、
８
８
歳
に

な
り
「
米
寿
」
の
祝
い
を
！

終
戦
を
１
７
歳
で
迎
え
戦
後

復
興
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
、
子

ど
も
を
育
て
て
き
た
苦
労
は
大

変
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
。

「
お
祝
い
の
会
」
に
は
孫
、
ひ

孫
あ
わ
せ
て
、
１
３
人
が
揃
い

お
祝
い
が
で
き
た
こ
と
は
幸
い

で
す
。

孫
た
ち
に
、
戦
時
中
に
苦
労

し
た
話
を
真
剣
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
戦
争
体
験
者
の
言
葉

は
重
い
と
長
寿
が
祝
え
る
社
会
」

に
と
決
意
新
た
に
！

山田こうじです！
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山田こうじ共産党検索

京
都
市
長
選
挙
を
終
え
、

現
市
町
３
期
目
の
予
算
案
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
市
は
、
公
共
施
設
の

統
廃
合
や
集
約
化
等
、
国
の

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
を

率
先
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
公
的
責
任
を
投
げ

捨
て
、
市
民
生
活
破
壊
の
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
長
選
挙
で
争
点

と
な
っ
た
今
年
９
月
か
ら
の

敬
老
乗
車
証
制
度
の
応
益
負

担
導
入
は
見
送
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
保

育
所
待
機
児
解
消
」
対
策
と

し
て
、
２
３
億
円
が
予
算
措

置
さ
れ
ま
し
た
。
１
歳
児
保

育
に
お
け
る
保
育
体
制
の
拡

充
及
び
保
育
士
配
置
体
制
の

充
実
お
よ
び
保
育
人
材
確
保

事
業
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
選
挙
で
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、
高
す
ぎ
る
国
民

健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
に

は
背
を
向
け
、
保
険
料
率
を

据
え
置
い
た
う
え
、
最
高
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
医
療
費
助
成
も
府

下
最
低
レ
ベ
ル
の
ま
ま
で
す
。

市
立
保
育
所
の
２
か
所
が

廃
止
に
な
り
、
住
民
合
意
の

な
い
ま
ま
、
京
北
地
域
の
小

中
一
貫
校
整
備
や
二
条
城
の

駐
車
場
整
備
が
予
算
化
さ
れ
、

景
観
破
壊
の
大
型
開
発
が
す

す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
た
ん

が
明
瞭
と
な
る
な
か
、
京
都

経
済
の
主
役
で
あ
る
中
小
企

業
は
、
消
費
税
増
税
の
消
費

不
況
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
中
小
企
業
向

け
融
資
の
預
託
金
は
大
幅
減

額
さ
れ
、
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
の
制
定
や
、
公
契
約

基
本
条
例
へ
の
賃
金
規
定
の

制
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
徹
底
し
た
財
政
構
造
改

革
を
推
進
」
す
る
と
、
一
層

の
職
員
削
減
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
捨
て
で
公
的
責
任

を
投
げ
捨
て
る
事
業
見
直
し

で
す
。

事
業
見
直
し
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
大
幅
黒
字
の
ご
み

袋
の
値
下
げ
こ
そ
行
う
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
国
憲
法
に
真
っ

向
か
ら
背
く
戦
争
法
の

強
行
成
立
か
ら
５
カ
月

と
な
っ
た
２
月
１
９
日
、

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
、
民
主
党
の

岡
田
克
也
代
表
、
維
新

の
党
の
松
野
頼
久
代
表
、

社
民
党
の
吉
田
忠
智
党

首
、
生
活
の
党
の
小
沢

一
郎
代
表
の
野
党
５
党

首
が
国
会
で
会
談
し
、

「
安
保
法
制
の
廃
止
」

や
国
政
選
挙
で
最
大
の

協
力
を
行
う
こ
と
な
ど

４
項
目
で
合
意
し
ま
し

た
。戦

争
法
強
行
後
、

「
シ
ー
ル
ズ
」
等

の
青
年
学
生
や
、
「
学

者
の
会
」
、
「
だ
れ
の

こ
ど
も
も
も
殺
さ
せ
な

い
」
と
の
運
動
が
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
草
の

根
の
「
戦
争
廃
止
」
を

求
め
る
市
民
の
運
動
の

力
が
動
か
し
た
大
き
な

成
果
で
す
。

①
安
保
法
制
の
廃
止
と
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤

回
を
共
通
目
標
と
す
る
。

②
安
倍
政
権
の
打
倒
を
め
ざ
す
。

③
国
政
選
挙
で
現
与
党
お
よ
び
そ

の
補
完
勢
力
を
少
数
に
追
い
込

む
。

④
国
会
に
お
け
る
対
応
や
国
政
選

挙
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
で
き

る
限
り
の
協
力
を
行
う
。


